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　令和３年第２回定例会（６月議会）は、６月１日に開会し、18 日ま
での会期で開催しました。９日から 11日までの３日間に 14 人の議員
が諸々の課題解決に向けて一般質問を行いました。
　14 日の一般会計予算決算委員会では補正予算を審査しました。
　18 日の議案審議では、地方税法等の改正に伴う税条例改正などの
村長提出議案 14 件全てを可決・同意しました。また委員会提出議案
として議員の出産に係る休暇を産前６週、産後８週とすることなどを
明記した議会会議規則の改正も行いました。
　「最低賃金の大幅引上げと中小企業支援策の拡充を求める意見書」
採択の請願は、賛成少数で不採択になりました。

※�全議案の議決結果はホーム
ページでご覧いただけます。

６月議会
あらまし

収　入 　接種対策費用� …… 1 億 5,119 万円
　　　　接種体制確保費用�……… 8,796 万円

支　出 　職員手当ほか� ……………… 808 万円
　　　　�委託料（�接種医療機関、接種券作成業務、
　　　　　　　　　　　 コールセンター業務ほか）
　　　　　�……………………… 2 億 703万円
　　　　備品購入費（非常用蓄電池ほか）�… 466 万円
　　　　役務費等（ワクチン運搬料、電信料ほか）
　　　　　……………………………… 1,938 万円

令和３年度一般会計補正予算（第 1号）
新型コロナワクチン接種費用
　２億3,915万円（全額国負担）を承認

　「東海村 ICT* 教育基本計画」に基づき、小・中学校の普通教室及び特別教室全
てに電子黒板を設置するための購入契約。
契約金額 �5,241 万 8,300 円（設定費一式を含む）　　 購入数 155 台

〈電子黒板の購入〉備品購入契約の締結を可決
教育基本計画」に基づき、小・中学校の普通教室及び特別教室全

請
願
審
査
の
状
況

請　願　名 付託委員会
日本原子力発電株式会社東海第二発電所の再稼働について意見書提出を求める請願

原子力問題調査
特別委員会付託
継続審査

村民の安全安心につながる原子力防災体制構築のため「速やかな広域避難計画策定
を求める」意見書提出を求める請願
実効性のある広域避難計画策定には慎重を期し、住民合意の確証を得ることという決
議の採択を求める請願
「安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための意見書」を国に
提出することを求める請願

文教厚生委員会付託
継続審査

　本補正予算は 16 歳以上の村民に係るワクチン
接種費用について緊急を要するため４月１日に村
長が執行し、議会が承認したものです。

*ＩCT（ 情報通信技術 ） とは … さまざまな形状のコンピュータを使った情報処理や通信技術の総称。

６
月
定
例
会
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６
月
定
例
会

各議員の賛否（議案などで賛否の分かれたもの）

　　　　議員名

議案等名　　　　

新政とうかい 光風会 公明党

結果
鈴
木　
　
曻

飛
田　
静
幸

舛
井　
文
夫

大
内　
則
夫

越
智　
辰
哉

河
野　
健
一

武
部　
愼
一

吉
田　
充
宏

寺
門　
定
範

笹
嶋　
士
郎

三
上　
　
修

江
田　
五
六

恵
利　
い
つ

岡
崎　
　
悟

植
木　
伸
寿

大
名
美
恵
子

村
上　
　
孝

阿
部　
功
志

請願第３- １号 × 議長 × × × × × × × × × × ○ × × ○ × ○ 不採択

○…賛成　　　×…反対� ※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します。

賛否の分かれた議案などの名称と要旨

請願第３－１号
「最低賃金の大幅引上げと中小企業支援策の拡充を求める意見書」採択の請願

最低賃金の大幅引上げと中小企業支援策の拡充を求める請願

請
願
３

－

１
号

自
分
の�

意
見
（
賛
成
ま
た
は
反
対
）
を

表
明
し
、
そ
の
意
見
に
反
対
す

る
議
員
、
賛
否
の
意
思
を
決
め

て
い
な
い
議
員
を
、
自
分
の
意

見
に
賛
同
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

に
行
う
も
の
で
す
。

討
論
と
は
…

　

２
０
２
０
年
２
月
か
ら
５
月
に
か

け
て
行
わ
れ
た
県
内
の
最
低
生
計
費

試
算
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
た
本
請

願
は
、
貴
重
な
実
情
を
示
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
貧
困
と
格
差
が
一

層
広
が
る
状
況
打
開
へ
の
第
一
歩
と

な
る
も
の
で
、
採
択
が
相
応
し
い
。

大
名…

美
恵
子…
議
員

　

請
願
は
最
低
賃
金
引
き
上
げ
と
中

小
企
業
支
援
策
の
拡
充
と
が
セ
ッ
ト

な
の
で
「
最
低
賃
金
だ
け
上
げ
る
と

中
小
企
業
の
存
続
が
危
な
い
」
と
い

う
意
見
は
請
願
書
を
読
み
間
違
っ
て

い
る
。
苦
し
む
国
民
に
無
関
心
な
政

府
の
方
を
考
慮
せ
ず
、
国
民
の
支
援
を
。

阿
部
　
功
志…

議
員

委 員 会 レ ポ ー ト
Committee Report

文教厚生委員会 東海南中学校の ICT 機器活用状況を確認
　村内小・中学校では、令和３年２月から
児童生徒に一人一台のタブレット端末が配
備され、ＩＣＴ機器を活用した授業が始
まっています。
　文教厚生委員会では、授業公開の実施に
併せて６月24日に、東海南中学校でＩＣＴ

機器を利用した授業を見学しました。
　数学や国語、体育の陸上競技で、電子黒
板とタブレット端末を活用した授業が行わ
れ、生徒たちは積極的にタブレットを活用
し熱心に取り組んでいました。
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一

般

質

問

※青字の質問を掲載。
※議会ホームページでもご覧いただけます。

検索東海村議会

大名　美恵子　議員　P. ５
１　�6 次総推進と新型コロナ対応
２　�東海村公園マップで示された「子どもの
　　遊び場」の位置付け
３　�地域包括支援センターの民間委託計画
４　�6 首長懇で共通認識が必要と考える点
５　�原電の消防への確認要請

植木　伸寿　議員　P. ５
１　�駅前の自転車駐輪場に対する整備計画状況は
２　�社会全体の教育をどう推進するのか
３　�環境保全に向けた人材育成への考えは

舛井　文夫　議員　P. ６
１　舟石川小学校入口交差点の防護柵
２　東海村民の日の制定
３　納税の報奨制度
４　�舟石川小の改築及び校歌にある赤い屋根
５　電柱の地中化　
６　桜によるまちづくり
７　村長選挙について　

阿部　功志　議員　P. ６
１　�コロナワクチン接種、混乱を避ける対策は
２　�広域避難計画、避難所の割り振りの見直し、
駐車場不足の対策は

３　�東海第二原発、検査時の燃料装荷と稼働との
関連は

４　自分ごと化会議の今後の見通しは
５　歴史と未来の交流館、今後の運営計画は

吉田　充宏　議員　P. ７
１　食品ロス削減の取組
２　新しい役場の転換の具体策
３　地球温暖化対策の取組
４　広域避難計画について

恵利　いつ　議員　P. ７
１　�コロナ禍による子どもたちの心身への影響と

そのケア
２　�「重要文化財の展示、公開承認施設（博物館）

を目指す」として建設した交流館の今後の
　　取組は
３　「生理の貧困」への対応　　　
４　�「村民目線での行政が行われていない」との

声があるが、村長はどのように受け止めるか

岡崎　悟　議員　P. ８
１　�コミセン多目的ホールや体育館へのエアコン

設置
２　日常生活用具給付品の拡充を求める
３　スマートフォンの活用

三上　修　議員　P. ８
１　就学家族を有する家庭の効果的支援
２　�経済活性化施策と安全・安心なエネルギーの

まちづくりの実現
３　村内避難施設の収容容量
４　地域公共交通の総括と亀下・竹瓦路線の拡充

江田　五六　議員　P. ９
１　�コロナ禍で児童・生徒が夢と希望をもつため

に子どもたちが大志を抱ける教育とは何か
２　�コロナ禍で新生活スタイルにより増加した
　　資源物の再生利用への対策は何か
３　�コロナワクチン問題で見えてきた食料自給率
アップへの対応策は何か

村上　孝　議員　P. ９
１　石神幼稚園の再編整備の考え方
２　�農村・農業が担う多面的機能における
　　水田再編
３　�国の防災計画の見直しによる対応

越智　辰哉　議員　P.10
１　今後の住宅政策の方向性
２　広域避難計画策定の到達
３　デジタル化の推進と情報格差の解消
４　社会貢献意識の高まりとその受け皿

笹嶋　士郎　議員　P.10
１　新型コロナワクチン接種状況
２　村立幼稚園の統廃合計画
３　公共工事の発注状況と村内業者育成

寺門　定範　議員　P.11
１　�６号国道取り付け道路の改修等についての調整を

行う会議体及び東海スマートインターなど
２　小学校の少人数学級の取組
３　原子力所在地域首長懇談会

武部　愼一　議員　P.11
１　学校教育における ICT 化の現状
２　ゼロカーボンシティの中長期計画
３　�総合管理計画における中長期計画
４　�今後の人口減少への対応　
　　－人口ピラミッドの安定化－
５　�人口減少による労働力不足に対して　
　　－東海村における RPA 導入推進事業－

村政を問う！一般質問
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大
お お

名
な

�美
み

恵
え

子
こ

　議員

公明党

植
う え

木
き

　伸
し ん

寿
じ

　議員

問　地域包括支援
センターは村直営で

答 　多くの自治体が委託し進めている　

問　環境保全に向け
どう取り組むか

答 　人材育成を意識して展開する　

高
齢
者
な
ど
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
絞
っ
て
機
会
を
つ
く
り
、

気
づ
き
か
ら
学
び
へ
、
学

習
か
ら
行
動
・
選
択
へ
と

繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
講

座
を
開
催
す
る
。

問　
活
動
を
自
分
ご
と
化

す
る
施
策
は
ど
う
か
。

答　

村
で
は
、
環
境
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
工
夫
し
、

子
ど
も
た
ち
が
環
境
問
題

を
自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
、

か
つ
保
護
者
世
代
に
も
伝

わ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

る
。
今
後
も
、
広
報
誌
や

Ｈ
Ｐ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活

用
し
、
成
果
や
環
境
問
題

に
対
す
る
村
の
活
動
に
関

し
て
情
報
発
信
に
努
め
る
。

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
中
学
校
区
ご
と
２

カ
所
に
す
る
と
同
時
の
民

間
委
託
化
は
、
財
政
支
出

を
抑
制
し
行
政
力
を
弱
め
、

サ
ー
ビ
ス
の
後
退
に
つ
な

が
る
。
な
ぜ
委
託
す
る
の

か
。

答　
地
域
住
民
の
保
健
・

福
祉
・
医
療
の
向
上
、
虐

待
防
止
、
介
護
予
防
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
を
総

合
的
に
行
う
セ
ン
タ
ー
を

２
カ
所
に
す
る
こ
と
で
、

相
談
窓
口
が
よ
り
身
近
と

な
り
、
支
援
や
迅
速
な
対

応
が
可
能
と
な
る
。

　
今
後
、
現
状
業
務
に
新

た
な
４
つ
の
政
策
的
業
務

が
加
わ
り
、「
地
域
包
括

問　
村
は
環
境
を
守
る
た

め
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答　

今
年
度
「
第
３
次

東
海
村
環
境
基
本
計
画
」

を
策
定
す
る
。
若
者
を
含

め
す
べ
て
の
住
民
が
主
体

的
な
意
識
を
持
ち
、
取
り

組
め
る
よ
う
推
進
し
た
い
。

問　
具
体
的
活
動
に
つ
な

げ
る
た
め
各
人
が
主
体
者

意
識
を
高
め
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

含
め
、
環
境
保
全
の
啓
発

を
ど
う
推
進
す
る
の
か
。

答　

中
学
校
で
は
、
Ｅ

*

Ｓ
Ｄ
教
育
を
推
進
し
環
境

配
慮
行
動
の
意
識
付
け
を

図
り
、
各
計
画
に
基
づ
き

環
境
学
習
を
定
着
さ
せ

る
。
ま
た
、
親
子
連
れ
や

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築

に
向
け
役
割
が
大
き
く
変

化
し
、
医
療
機
関
や
介
護

保
険
事
業
所
な
ど
と
の
連

携
が
必
須
と
な
る
。
民
間

の
持
つ
専
門
性
を
生
か
し

た
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
す
る
こ
と
で
、
官

民
協
働
で
高
齢
者
の
実
態

把
握
や
課
題
解
決
に
努
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

問　
行
政
は
民
間
ほ
ど
専

門
性
を
持
た
な
く
て
よ
い

の
か
。
改
め
て
な
ぜ
業
務

委
託
な
の
か
。

答　

民
間
の
専
門
性
を

借
り
、
村
と
共
に
事
業
を

進
め
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
。

多
く
の
自
治
体
が
委
託
し

進
め
て
い
る
。

　
村直営の地域包括支援センター（なごみ内）

キャンドルナイト
住み続けられるまちづくりを一緒に

*ESD とは … Education for Sustainable Development の略。持続可能な社会の創り手を育む教育のこと。
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新政とうかい

舛
ま す

井
い

　文
ふ み

夫
お

　議員

阿
あ

部
べ

　功
こ う

志
し

　議員

問　交差点防護柵の
設置基準は

答 　優先順位を整理し、進める　

問　避難計画、
駐車場不足の対策は

答 　付近に確保、問題視する施設なし　

り
組
む
。

問　
か
つ
て
私
は
守
谷
市

に
住
ん
で
い
た
。
駐
車
場

不
足
の
施
設
が
多
い
の
が

実
感
。
県
と
厳
密
な
調
整

を
。
村
長
の
考
え
る
避
難

計
画
の
実
効
性
と
は
。
ど

う
実
証
す
る
の
か
。

答　
計
画
で
規
定
し
た
一

つ
一
つ
の
部
分
や
内
容
が

連
関
し
な
が
ら
、
有
機
的

に
機
能
す
る
の
か
を
確
認

す
る
こ
と
が
枢
要
で
、
実

動
型
の
大
規
模
・
広
域
的

な
訓
練
に
よ
る
検
証
が
な

さ
れ
、
最
終
的
に
は
国
の

緊
急
時
対
応
や
県
の
計
画

な
ど
と
の
整
合
性
、
他
機

関
と
の
連
携
が
と
れ
て
い

る
こ
と
で
担
保
さ
れ
て
い

く
も
の
と
考
え
る
。

問　
村
内
の
通
学
交
差
点

に
は
防
護
柵
が
設
置
さ
れ

て
い
る
が
、
設
置
基
準
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　
対
象
と
な
る
２
車
線

以
上
の
交
差
点
が
多
く
あ

る
た
め
、
交
通
量
な
ど
を

見
極
め
な
が
ら
設
置
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。
昨
年

度
は
、
新
規
道
路
の
開
通

に
伴
う
５
カ
所
の
交
差
点

を
優
先
し
た
。
今
後
は
、

安
全
点
検
に
基
づ
き
舟
石

川
も
含
め
児
童
生
徒
の
多

く
利
用
す
る
交
差
点
な
ど

優
先
順
位
を
し
っ
か
り
整

理
し
進
め
て
い
く
。

問　
電
線
の
地
中
化
に
つ

い
て

問　

広
域
避
難
計
画
で
、

避
難
所
の
収
容
人
数
が
一

人
当
た
り
２
㎡
で
よ
い
と

す
る
の
は
、
粗
雑
な
割
り

振
り
。
実
効
性
が
な
い
。

厳
密
な
再
チ
ェ
ッ
ク
が
必

要
。
ま
た
、
収
容
人
数
に

見
合
っ
た
駐
車
場
が
確
保

で
き
る
計
画
で
は
な
い
。

対
策
は
。

答　
県
等
と
図
面
等
で
確

認
中
。
駐
車
場
は
不
足
な

ら
付
近
に
確
保
す
る
な

ど
代
替
方
法
も
検
討
さ

れ
、
大
き
く
問
題
視
す

る
施
設
は
な
い
と
認
識
。

一
方
、
他
自
治
体
で
駐

車
場
問
題
が
顕
在
化
し

た
ケ
ー
ス
も
聞
く
。
状

況
を
精
察
し
つ
つ
、
取

答　
６
号
拡
幅
に
て
無
電

柱
化
を
計
画
中

問　
電
線
の
地
中
化
に
お

け
る
本
村
の
状
況
と
現
在

の
将
来
計
画
は
如
何
に
。

答　
村
で
は
駅
東
大
通
り

が
対
象
で
、
県
の
緊
急
輸

送
道
路
で
あ
る
村
立
東
海

病
院
か
ら
県
道
豊
岡
佐
和

停
車
場
線
ま
で
の
５
０
０

ｍ
区
間
に
つ
き
新
設
を
制

限
し
て
い
る
。
ま
た
、
国

道
６
号
東
海
拡
幅
の
那
珂

市
向
山
か
ら
石
神
外
宿
ま

で
の
３
．
１
ｋ
ｍ
区
間
に

関
し
て
、
国
土
交
通
省
常

陸
河
川
国
道
事
務
所
よ
り

無
電
柱
化
を
行
う
計
画
で

あ
る
と
確
認
し
て
い
る
。

２
０
１
９
年
６
月
の
避
難
訓
練
時
に
展
示

さ
れ
た
ト
イ
レ

防護柵の設置が望まれる
舟石川小学校入口交差点



一

般

質

問

2021.7 第45 号7 議会だより

新政とうかい

吉
よ し

田
だ

　充
み ち

宏
ひ ろ

　議員

光風会

恵
え

利
り

　いつ　議員

役場では、試験的に女性トイレ（1階・4階）
へ生理用品を配備

問　食品ロス削減は
全庁内で実施を

答 　今後は備蓄食糧の活用を検討する　

問　「生理の貧困」
緊急要望への取組は

答 　速やかに、関係部署と調整する　

答　

庁
舎
内
ト
イ
レ
に
生

理
用
品
を
試
験
的
に
配
備

し
た
。
生
活
に
困
窮
し
生

理
用
品
が
購
入
で
き
な
い

方
へ
の
配
布
に
つ
い
て
も
検

討
す
る
。
防
災
備
蓄
品
と

し
て
す
で
に
配
備
し
、
適

宜
更
新
し
て
い
る
。

問　
村
内
児
童
生
徒
の
状

況
と
取
組
は
。

答

養
護
教
諭
に
気
軽
に

相
談
で
き
る
体
制
を
構
築

す
る
。
申
し
出
が
あ
っ
た

児
童
・
生
徒
に
個
別
に
対

応
す
る
と
と
も
に
実
態
把

握
に
努
め
る
。
性
に
関
す

る
基
礎
的
・
基
本
的
な
内

容
を
発
達
段
階
に
応
じ
て

指
導
し
て
い
く
。

問　
本
村
の
食
品
ロ
ス
削

減
の
取
組
と
推
進
計
画
の

策
定
状
況
は
。

答　
食
品
ロ
ス
削
減
月
間

に
広
報
誌
や
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
利

用
し
て
情
報
発
信
、
講
演

会
を
開
催
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
啓
発
活
動
を

し
て
い
る
。
食
品
ロ
ス
削

減
推
進
計
画
は
一
般
廃
棄

物
処
理
基
本
計
画
に
盛
込

み
作
成
中
で
あ
る
。

問　
避
難
所
や
東
海
病

院
に
備
蓄
し
て
あ
る
賞

味
期
限
が
迫
っ
た
食
糧

の
対
応
は
。

答　

備
蓄
食
糧
は
約

３
万
食
あ
り
、
賞
味
期

限
が
迫
っ
た
食
糧
は
広

問　
「
生
理
の
貧
困
」
と
は
、

女
性
に
と
っ
て
生
活
必
需

品
で
あ
る
生
理
用
品
が
満

足
に
購
入
で
き
な
い
状
況

に
あ
る
隠
れ
た
貧
困
の
こ

と
で
あ
る
。
母
親
と
な
る

女
性
の
体
を
大
切
に
す
る

と
い
う
観
点
か
ら
、
本
来

国
が
恒
久
的
に
サ
ポ
ー
ト

す
べ
き
と
考
え
る
。
村
内

の
状
況
は
。

答　
当
事
者
が
積
極
的
に

声
を
上
げ
に
く
い
と
い
う

状
況
も
あ
り
、
本
村
に
お

け
る
実
態
把
握
は
で
き
て

い
な
い
。
こ
れ
ま
で
に
生

理
用
品
が
買
え
な
い
な
ど

の
相
談
は
受
け
て
い
な
い
。

問　
緊
急
要
望
を
出
し
た

が
、
取
組
状
況
は
。

域
避
難
訓
練
や
地
域
の
防

災
訓
練
等
に
活
用
し
て
い

る
。
東
海
病
院
の
備
蓄
品

は
保
存
期
限
で
処
分
し
て

い
る
。

問　
食
品
ロ
ス
削
減
の
観

点
で
、
備
蓄
食
糧
の
活
用

は
全
庁
的
に
取
り
組
む
べ

き
で
あ
る
が
見
解
を
伺
う
。

答　
避
難
所
等
で
備
蓄
す

る
食
糧
は
毎
年
６
千
食
程

度
の
更
新
を
予
定
し
て
い

る
。
賞
味
期
限
を
迎
え
る

も
の
は
引
き
続
き
有
効
活

用
を
図
り
つ
つ
、
食
品
ロ

ス
削
減
の
観
点
か
ら
の
情

報
交
換
や
先
進
・
優
良
事

例
の
試
行
等
の
取
組
を
進

め
る
。
東
海
病
院
の
備
蓄

食
糧
は
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ

の
寄
付
な
ど
を
検
討
す
る
。

答　
６
号
拡
幅
に
て
無
電

柱
化
を
計
画
中

問　
電
線
の
地
中
化
に
お

け
る
本
村
の
状
況
と
現
在

の
将
来
計
画
は
如
何
に
。

答　
村
で
は
駅
東
大
通
り

が
対
象
で
、
県
の
緊
急
輸

送
道
路
で
あ
る
村
立
東
海

病
院
か
ら
県
道
豊
岡
佐
和

停
車
場
線
ま
で
の
５
０
０

ｍ
区
間
に
つ
き
新
設
を
制

限
し
て
い
る
。
ま
た
、
国

道
６
号
東
海
拡
幅
の
那
珂

市
向
山
か
ら
石
神
外
宿
ま

で
の
３
．
１
ｋ
ｍ
区
間
に

関
し
て
、
国
土
交
通
省
常

陸
河
川
国
道
事
務
所
よ
り

無
電
柱
化
を
行
う
計
画
で

あ
る
と
確
認
し
て
い
る
。⽇本の食品ロスの状況（平成 30 年度）

食べ残し
123 万トン

20％
外食産業
116 万トン

19％

324 万トン
54％食品ロス量

600 万トン

276 万トン
46％

食品製造業
126 万トン

21％

食品卸売業
16 万トン

3％

食品小売業
66 万トン

11％

過剰除去
57 万トン

10％

直接廃棄
96 万トン

16％

家庭系 事業系
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公明党

岡
お か

崎
ざ き

　悟
さとる

　議員

新政とうかい

三
み か み

上　修
おさむ

　議員

問　スマートフォン
購入費の助成を

答 　ニーズや費用対効果を検討する　

問　学生を持つ家庭の
効果的支援は

答 　感染症の経済的影響に注視　

答　
本
村
で
は
米
飯
給
食

の
際
の
「
米
代
金
」
を
全

額
補
助
す
る
ほ
か
、
牛
乳

の
輸
送
代
金
や
給
食
の
パ

ン
個
包
装
に
係
る
費
用
を

全
額
負
担
し
て
お
り
、
保

護
者
の
負
担
軽
減
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
高

校
・
大
学
生
等
に
対
す
る

支
援
と
し
て
、「
奨
学
金

制
度
」
が
あ
り
、
授
業
料

等
を
無
利
子
で
貸
与
し
卒

業
後
10
年
以
内
に
返
還
す

る
事
業
が
あ
る
。

　
今
後
と
も
こ
れ
ら
の
取

組
を
継
続
し
、
子
ど
も
た

ち
の
教
育
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
経
済
的
影
響
に
引

き
続
き
注
視
す
る
。

問　
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上

の
観
点
か
ら
、
今
後
ま
す

ま
す
各
種
行
政
手
続
き
の

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
も
の

と
考
え
る
。
情
報
格
差
解

消
の
た
め
、
高
額
で
あ
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
購
入

費
用
へ
の
助
成
が
で
き
な

い
か
。
ま
た
、
丁
寧
な
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
を
開

催
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者

に
そ
の
魅
力
を
知
っ
て
も

ら
う
べ
き
と
考
え
る
が
村

の
考
え
は
。

答　
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
最

大
限
利
用
し
て
も
ら
う
た

め
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る

情
報
格
差
の
解
消
は
重
要

な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

フ
ィ
ー
チ
ャ
―
フ
ォ
ン
、

問　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
蔓
延
か
ら
既
に
１
年
間

が
過
ぎ
た
が
、
至
る
と
こ

ろ
で
甚
大
な
経
済
的
ダ
メ 

ー
ジ
が
散
見
さ
れ
る
。
特

に
、
就
学
す
る
児
童
・
生

徒
や
学
生
を
持
つ
親
に

あ
っ
て
は
、
多
く
の
方
々

が
住
宅
ロ
ー
ン
を
抱
え
な

が
ら
の
大
変
苦
し
い
経
済

状
況
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

　
こ
こ
で
い
ま
一
歩
踏
み

込
ん
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
経
済
対
策
を
考
え

る
と
き
、
こ
れ
ら
の
家
庭

の
支
援
は
効
果
的
。
小
中

学
校
の
給
食
を
無
償
化
す

る
と
と
も
に
、
高
校
生
や

大
学
生
の
昼
食
補
助
な
ど

の
支
援
計
画
は
如
何
に
。

通
称
「
ガ
ラ
ケ
ー
」
と
呼

ば
れ
る
機
種
は
、
ア
プ
リ

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
取
得

や
手
続
き
が
難
し
い
こ
と

か
ら
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
所
有
し
日
常
生
活
で
活

用
す
る
方
を
増
や
す
取
組

が
必
要
。
そ
の
た
め
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
た
な

い
方
を
対
象
に
、
携
帯
事

業
者
と
連
携
し
、
体
験
会

を
開
催
す
る
こ
と
で
、
そ

の
利
便
性
を
知
っ
て
も
ら

う
機
会
を
作
り
た
い
と
考

え
る
。
ま
た
、
提
案
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
購
入
支
援

や
貸
出
は
、
ニ
ー
ズ
や
費

用
対
効
果
を
分
析
し
な
が

ら
検
討
す
る
。

中央公民館でのスマホ講座のようす

村内小学校の給食のようす
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光風会

江
え

田
だ

　五
い つ む

六　議員

村
む ら

上
か み

　孝
たかし

　議員

問　地球規模の
食料危機に備えるべき

答 　先進事例等を研究し検討する　

問　石神幼小を
連携モデル校とすべき

答 　幼小に適した施設で教育を進める　

か
ら
の
反
対
意
見
や
署
名

要
望
を
無
視
し
て
ま
で
、

統
合
を
推
し
進
め
る
の
か
。

答　
幼
稚
園
を
学
区
ご
と

に
残
せ
な
い
の
は
残
念
だ

が
、
総
合
的
に
判
断
し
再

編
統
合
は
や
む
を
得
な
い
。

問　
学
区
住
民
は
石
神
幼

稚
園
の
存
続
を
切
望
し
て

い
る
。
幼
少
連
携
を
踏
ま

え
教
育
実
践
モ
デ
ル
校
と

し
て
一
歩
踏
み
出
す
べ
き
。

答　
幼
稚
園
と
小
学
校
で

は
、
教
育
の
ね
ら
い
や
教

育
課
程
、
教
育
の
方
法
が

異
な
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

に
適
し
た
施
設
で
教
育
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

問　

日
本
は
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
や
地
球
規
模
で
の

問
題
発
生
時
に
、
必
要
な

物
が
必
要
な
だ
け
入
ら
な

い
こ
と
が
、
ワ
ク
チ
ン
確

保
の
問
題
で
明
ら
か
に
な 

っ
た
。
そ
こ
で
、
地
球
規

模
で
の
食
料
危
機
に
備
え
、

食
料
自
給
率
ア
ッ
プ
へ
の

村
独
自
策
が
必
要
と
考
え

る
。
そ
の
対
策
の
一
つ
と

し
て
、
協
同
労
働
組
合
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
支
援
組

織
を
立
ち
上
げ
、
農
業
を

始
め
た
い
方
・
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
や
後
継
者
問

題
へ
の
支
援
体
制
を
構
築

す
べ
き
。
こ
れ
は
食
料
問

題
対
策
の
ほ
か
、
村
内
の

遊
休
農
地
問
題
の
解
決
、

問　
村
は
石
神
幼
稚
園
の

再
編
に
つ
い
て
住
民
説
明

会
を
実
施
し
、
多
く
の
住

民
や
学
区
自
治
会
長
か
ら

再
編
に
対
す
る
不
満
や
反

対
意
見
が
続
出
し
た
が
ど

う
捉
え
て
い
る
か
。

答　

村
立
幼
稚
園
再
編
整

備
方
針
を
突
然
示
し
た
こ

と
や
、
財
政
面
等
の
詳
細

な
説
明
が
不
十
分
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
保
護
者
や
地

域
の
方
々
に
不
安
や
疑
念 

を
抱
か
せ
て
し
ま
っ
た
。

今
後
は
、
多
く
の
方
々
に

理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
丁

寧
な
説
明
や
情
報
提
供
に

努
め
て
い
く
。

問　
本
村
は
住
民
自
治
が

行
政
の
柱
で
あ
る
。
地
域

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
解
雇
者

へ
の
雇
用
の
受
け
皿
と
な

り
得
る
と
考
え
る
が
。

答　
新
た
に
農
業
を
始
め

た
い
と
い
う
相
談
は
、
農

業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
月
平

均
１
件
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

内
容
を
受
け
て
対
応
し
て

い
る
が
就
農
に
つ
な
が
っ

て
い
な
い
。
提
案
の
「
協

同
労
働
」
と
い
う
新
た
な

手
法
を
農
業
に
導
入
す
る

こ
と
は
、
手
法
の
仕
組
み

や
実
施
し
て
い
る
地
域
の

効
果
を
調
査
す
る
。
併
せ

て
、
新
規
就
農
支
援
や
農

業
従
事
者
の
集
団
化
支
援

組
織
と
し
て
活
用
で
き
る

の
か
を
情
報
収
集
し
て
検

討
す
る
。

⽇本の食料自給率の推移
2050年人口は100億人へ食料をどう賄う？

幼小連携が望まれる石神幼稚園
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一

般

質

問

2021.7 第45 号 10議会だより

新政とうかい

越
お ち

智　辰
た つ

哉
や

　議員

新政とうかい

笹
さ さ

嶋
じ ま

　士
し

郎
ろ う

　議員

問　デジタル・ディバイドの
解消策は

答 　気軽に相談できるブースを設置　

問　スムーズな
ワクチン接種を

答 　予約受付は年代別段階的に実施　

キ
ャ
ン
セ
ル
枠
を
充
て
て

実
施
し
て
い
る
。

問　
貴
重
な
ワ
ク
チ
ン
を

キ
ャ
ン
セ
ル
で
廃
棄
し
な

い
た
め
に
保
育
士
等
に
加

え
、
役
場
や
コ
ミ
セ
ン
な

ど
公
共
施
設
の
職
員
を

キ
ャ
ン
セ
ル
枠
に
加
え
て

は
ど
う
か
。
ま
た
、
64
歳

以
下
の
接
種
は
、
ど
う
進

め
る
の
か
。

答　
急
な
キ
ャ
ン
セ
ル
に

も
対
応
す
る
た
め
新
た
な

補
充
員
を
準
備
し
て
お
く

必
要
が
あ
り
、
近
隣
自
治

体
を
参
考
に
検
討
す
る
。

64
歳
以
下
は
、
対
象
者
が

多
い
こ
と
か
ら
予
約
受
付

は
年
代
別
段
階
的
な
実
施

を
考
え
て
い
る
。

問　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
て
い

る
が
、
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ

バ
イ
ド
（
情
報
格
差
）
解

消
へ
の
取
組
は
。

答　
令
和
元
年
度
か
ら
中

央
公
民
館
で
「
ス
マ
ホ
講

座
」
を
開
催
し
て
い
る
。

今
後
は
携
帯
電
話
事
業
者

や
社
会
福
祉
協
議
会
と
連

携
し
、
集
会
所
や
役
場
、

小
売
店
舗
ス
ペ
ー
ス
等
で

も
ス
マ
ホ
講
座
や
体
験
会
、

気
軽
に
相
談
で
き
る
ブ
ー

ス
の
設
置
等
を
官
民
共
創

で
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
新
た
な
事
業
展
開
の

際
に
は
、
必
ず
住
民
向
け

の
サ
ポ
ー
ト
を
セ
ッ
ト
で

実
施
す
べ
き
。
ま
た
、
役

問　
75
歳
以
上
の
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
５

月
25
日
か
ら
予
約
を
、
５

月
31
日
か
ら
接
種
を
開
始

し
た
。
村
よ
り
先
に
実
施

し
て
い
る
自
治
体
で
は
、

電
話
予
約
な
ど
混
乱
が
生

じ
て
い
る
。
苦
情
、
混
乱

は
な
か
っ
た
か
。
ま
た
ワ

ク
チ
ン
の
キ
ャ
ン
セ
ル
の

対
応
は
ど
う
か
。

答　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
が

繋
が
り
に
く
く
な
っ
た
が
、

高
齢
者
の
冷
静
な
対
応
に

よ
り
、
特
に
大
き
な
ト
ラ

ブ
ル
は
生
じ
な
か
っ
た
。

キ
ャ
ン
セ
ル
が
発
生
し
た

場
合
は
、
保
育
士
・
幼
稚

園
教
諭
及
び
学
童
ク
ラ
ブ

の
従
事
者
に
、
優
先
的
に

場
全
体
で
デ
ジ
タ
ル
・

デ
ィ
バ
イ
ド
解
消
に
取
り

組
む
姿
勢
が
必
要
で
は
。

答　
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
等

は
、
整
備
す
る
だ
け
で
な

く
窓
口
で
の
申
請
方
法
の

案
内
や
パ
ソ
コ
ン
の
設
置

等
利
用
し
や
す
い
環
境
を

作
っ
て
い
く
。
村
が
進
め

る
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
と

ま
ど
い
を
感
じ
る
方
が
多

い
こ
と
か
ら
、
役
場
内
に

デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド

施
策
を
部
門
横
断
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
チ
ー
ム
を

編
成
し
た
。
ス
マ
ホ
講
座

や
体
験
会
の
評
価
・
改
善

や
新
た
な
ス
マ
ホ
利
用
者

の
底
上
げ
を
図
る
仕
組
み

を
検
討
し
て
い
く
。

高齢者に大人気のスマホ講座

新型コロナウイルスワクチン接種券
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般

質

問

2021.7 第45 号11 議会だより

新政とうかい

寺
て ら

門
か ど

　定
さ だ の り

範　議員

新政とうかい

武
た け

部
べ

　愼
し ん

一
い ち

　議員

問　スマート ICの
大型車用の取組は

答 　村が主体となり、真剣に取り組む　

問　脱炭素実施には
中長期計画が必要

答 　次世代に繋ぐ長期的取組を進める　

待
し
た
い
。

答　
今
年
度
は
第
３
次
東

海
村
環
境
基
本
計
画
を
策

定
す
る
。
国
で
は
法
整
備

を
進
め
る
な
ど
、
今
後
、

国
内
の
二
酸
化
炭
素
削
減

の
動
き
は
活
発
化
す
る
と

想
定
し
て
い
る
。
削
減
に

向
け
た
取
組
は
単
年
度
で

達
成
で
き
る
事
業
で
は
な

く
、
次
世
代
に
繋
ぐ
長
期

的
な
も
の
と
な
る
。
家
庭

で
取
り
組
め
る
こ
と
、
事

業
者
で
取
り
組
め
る
こ
と
、

そ
こ
に
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
に
お
い
て
、
取
り

組
む
べ
き
こ
と
を
基
に
検

討
し
、
脱
炭
素
を
目
指
し

た
事
業
を
展
開
し
て
い
く
。

問　
東
海
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）

に
お
い
て
大
型
車
両
を
常

時
通
行
可
能
と
す
る
こ
と

は
、
平
成
21
年
の
設
置
以

来
の
懸
案
事
項
で
あ
る
。

ま
た
、
原
子
力
災
害
時
に

は
住
民
避
難
用
の
大
型
バ

ス
、
救
援
車
両
な
ど
が
乗

り
降
り
で
き
な
い
問
題
が

あ
る
。
特
に
下
り
車
線
の

ア
ク
セ
ス
道
路
が
課
題
で

あ
り
、
那
珂
市
の
理
解
と

協
力
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。

　
こ
の
解
決
に
は
、
那
珂

市
と
の
協
議
に
合
わ
せ
、

県
、
国
と
の
調
整
・
支
援

が
必
要
で
あ
り
、
村
長
の

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

も
と
進
め
る
必
要
が
あ
る

問　
２
０
３
０
年
に
50
％
、

２
０
５
０
年
に
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を

目
指
し
、
地
球
温
暖
化
対

策
推
進
法
改
正
案
が
成
立
。

脱
炭
素
の
実
施
に
は
、
確

か
な
中
長
期
計
画
が
必
要
。

今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の

調
査
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
調
査
推

計
に
加
え
て
、
さ
ら
な
る

削
減
を
目
指
し
、
住
民
や

事
業
者
等
の
削
減
へ
の
理

解
活
動
、
意
識
改
革
が
必

要
だ
と
思
う
。
東
海
村
環

境
基
本
計
画
に
、
事
業
毎

の
対
策
案
が
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
デ 

ー
タ
を
基
に
、
効
果
的
な

脱
炭
素
活
動
の
推
進
を
期

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答　
大
型
車
両
常
時
通
行

の
必
要
性
は
認
識
し
て
お

り
、
下
り
車
線
側
の
ア
ク

セ
ス
道
路
の
整
備
が
こ
れ

ま
で
の
課
題
で
あ
り
、
何

と
か
風
穴
を
開
け
た
い
。

那
珂
市
長
と
は
、
機
会
を

み
つ
け
て
話
を
し
て
い
る

が
、
那
珂
市
の
事
情
も
あ

り
進
ん
で
い
な
い
。
県
か

ら
は
、
東
海
村
が
主
体
と

な
っ
て
進
め
て
い
く
課
題

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

村
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
て
動
か
な
い
と

進
ま
な
い
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
の
で
、
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

東海スマートインター上り車線出入り口

地域脱炭素ロードマップ対策・施策の全体像
～地方から始まる、次の時代への移行戦略～

★2020 ★2025 ★2030 ★ 2050

５年間の集中期
間に政策総動員

全国で多くの
脱炭素ドミノ

脱炭素で強靭な活
力ある地域社会を
全国で実現

①少なくとも100か所の脱炭素先行地域
をつくる

②重点対策を実行 (省エネ住宅、電動車、
食ロス等）

★基盤的施策
①継続的・包括的支援、②ライフスタイルイノベーション、
③制度改革

(国・地方脱炭素実現会議（第3回資料1-2）内閣官房HPより抜粋加筆）

地域脱炭素ロードマップ対策・施策の全体像
～地方から始まる、次の時代への移行戦略～



どなたでも傍聴できます。
役場議会棟２階にお越しく
ださい。（受付は 30 分前から）

傍聴の定員は
20名

傍 聴から
はじめよう！

表紙写真の紹介
　村では、多くの方に
よる児童・生徒に対す
る登下校時の見守り活
動や、あいさつ運動が
行われています。皆さ
んは、地域を明るく照
らす灯台のような存在
です。雨の日も風の日
も本当にありがとうご
ざいます。

期　日 時　間 内　容 期　日 時　間 内　容
9 月 30 日（木） 午前 10 時～ 開会 10月 14 日（木） 午前　９時～ 予算決算委員会

10月 8 日（金） 午前 10 時～ 一般質問 10月 15 日（金） 午前　９時～ 予算決算委員会

10月 11 日（月） 午前 10 時～ 一般質問 10月 19 日（火） 午前 10 時～ 予算決算委員会

10月 12 日（火） 午前 10 時～ 一般質問 10月 22 日（金） 午前 10 時～ 議案審議

10月 13 日（水） 午前　９時～ 予算決算委員会 ※日程は変更になる場合があります。

村内各コミセン
総合福祉センター「絆」

でライブ配信中�9 月定例会⽇程（予定）

委　員　長　　寺門　定範　　副 委 員 長　　植木　伸寿　
委　　　員　　大名美恵子　　江田　五六　　越智　辰哉　　河野　健一　　三上　修
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　今回は、ひたちなか・東海広域事務組合についてお伝えします。

ひたちなか・東海広域事務組合ってなに？

広域事務組合にも議会はあるの？
　広域事務組合にも議会はあります。議
会議員は、それぞれの市村から選出され
ています。
　ひたちなか市議会議員は６名、東海村
議会議員は３名です。

　広域事務組合にも議会はあります。議

組合議会議員の役割は？
　議員は、広域事務組合の施策や予算
をチェックする役割を担っています。
村が支出した負担金がしっかりとし
た目的で使われているかを確認し、疑
問点や問題点などを議会で確認して
います。

 いもマミィ

何をしているの？
常陸那珂公共下水道事業、
常陸海浜広域斎場、
ひたちなか・東海クリーンセンター、
ひたちなか・東海広域事務組合消防本部
の 4 つの事業を広域事務組合で運営
しています。

広域事務組合ってなに？
　ひたちなか市と東海村が施設を共同
で運営し、効率的な行政サービスを提
供するために設置された特別地方公共
団体です。




